
川
越
市
立
図
書
館
蔵
『
芙
蓉
楼
玉
屑
』
（
下
）

1
翻
刻
と
解
題
1

久
 
保
 
田

啓

一

己
が
心
を
尽
す
を
忠
と
し
、
人
を
お
し
は
か
り
て
愛
す
る
等
の
事
を
恕
と
す
。

 
 
敬
持
敬
又
居
敬
と
も

朱
子
日
、
主
一
無
適
量
謂
也
と
訓
ず
。
聖
人
の
道
世
に
失
ひ
て
ロ
ハ
書
を
讃
の
一

事
あ
り
。
聖
人
の
心
理
氣
象
を
伺
ふ
べ
し
。
ロ
ハ
六
藝
の
教
な
き
に
よ
り
忍
者
掬

回
す
る
事
な
き
故
、
此
敬
の
工
夫
を
立
ら
れ
た
り
。
初
李
延
年
先
生
静
座
の
教

あ
り
て
、
人
七
情
三
三
の
三
三
の
三
三
を
か
な
す
と
旧
事
を
見
せ
し
む
。
朱
子

日
、
如
意
に
て
は
座
禅
入
定
に
囲
む
。
事
あ
る
時
は
事
に
敬
し
、
無
事
時
は
無

事
に
敬
す
る
に
は
し
か
じ
と
の
給
へ
り
。
一
を
主
と
し
て
行
事
な
し
と
は
、
一

事
有
時
は
其
一
事
を
敬
し
て
心
地
に
行
事
な
る
を
云
。
放
心
を
収
む
る
の
法
門
。

 
 
 
ヲ
ソ
ル
ミ
 
 
 
 
 
 
め
 
 

是
は
常
法
≧
の
法
と
も
謝
上
輿
は
い
へ
り
。
又
整
齊
」
（
4
9
丁
目
厳
粛
す
る
を

云
と
も
貢
す
。
幸
心
を
治
る
の
離
塁
な
り
。

 
 
中
和
未
獲
中
已
獲
之
中
．
，

七
情
未
萌
所
な
く
湛
然
霊
明
な
る
は
中
也
。
已
に
動
て
獲
る
時
は
種
ミ
萬
変
に

走
ル
故
に
、
そ
の
襲
す
る
所
幾
微
の
間
と
て
髪
毛
を
入
ざ
る
間
を
早
く
察
し
、

善
な
れ
ば
長
じ
、
悪
な
れ
ば
消
す
べ
し
。
是
獲
し
て
節
に
當
る
和
也
。
聖
人
分

上
に
は
生
知
安
行
思
は
ず
レ
て
鈍
し
、
な
さ
ず
し
て
成
べ
し
と
い
へ
共
、
常
あ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
人
に
し
て
は
思
ひ
を
致
し
て
幾
微
を
察
す
る
修
行
あ
る
べ
し
。
周
子
、
氣

に
は
善
悪
あ
り
と
の
給
ひ
し
も
此
所
也
。

 
 
才
徳

才
は
材
藝
也
。
徳
は
得
也
。
得
於
己
施
主
人
者
也
と
有
て
、
我
に
天
よ
り
う
け

得
て
も
、
或
は
業
を
も
善
を
も
心
に
得
て
是
を
人
に
誘
う
つ
し
て
施
し
行
者

也
。
」
（
4
9
ウ
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
田

 
 
鬼
神
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四

程
子
日
、
鬼
神
は
造
化
の
跡
也
。
天
地
の
間
生
ず
る
物
あ
り
、
圭
…
睡
る
物
あ
り
、

或
は
な
し
、
或
は
う
せ
行
の
理
、
春
は
生
じ
秋
は
枯
落
す
。
な
べ
て
花
な
ど
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ
 

開
は
造
、
散
は
化
也
。
陰
 
陽
寒
害
四
季
の
す
が
た
皆
造
花
の
仕
業
也
。
其

始
は
し
る
べ
か
ら
ず
。
筆
跡
あ
り
て
著
明
也
。
是
を
造
化
の
跡
と
す
。
又
日
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 
 

二
氣
之
良
能
也
と
て
、
陰
陽
変
化
千
差
萬
別
、
皆
艦
を
か
ら
ず
自
然
に
あ
る

を
云
と
な
り
。

 
 
道
統
之
傳

韓
文
公
原
道
に
、
尭
舜
よ
り
孔
孟
に
岨
道
傳
え
来
る
事
を
の
べ
た
り
。
是
を
う

け
て
周
子
千
載
の
緒
を
継
て
二
程
に
至
る
事
を
み
、
伊
洛
關
閾
の
学
と
て
朱
子

に
回
し
て
其
傳
を
系
す
。
是
を
道
統
の
傳
と
す
。
」
（
5
0
オ
）

 
 
性
理
学
の
書
大
概
．
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性
理
大
全
 
二
程
全
書
 
朱
子
語
類
 
皇
極
経
世
書

伊
洛
淵
源
録
 
玉
山
講
義
 
大
極
圖
説
 
近
思
録

小
皆

 
 
後
學
に
は

 
マ
マ
 

蘇
文
成
公
讃
霊
獣
 
胡
敬
齋
居
業
録

 
 
 
 
 
 
 
 

許
魯
齋
集
 
丘
瑳
山
大
学
術
義
 
學
的
等
也
。

 
 
其
外
六
経
に
は

程
子
易
傳
朱
子
本
義
 
東
莱
回
議
 
胡
氏
傳

 
 
 
 

黒
門
通
解
 
詩
書
集
注
 
四
書
集
注

 
 
史
に
は

温
公
通
鑑
朱
子
綱
目
等
也
。
（
5
0
ウ
）

 
 
五
常
解
蕪
蝋
泰
誓
 
 
 
 
 
 
鳴
鳳
副
直

 
 
 
 
 
 
 
ヨ
ク
シ

尚
書
帝
典
に
、
慎
ゴ
徴
五
典
一
五
雲
斎
從
と
い
へ
り
。
繹
話
に
、
微
は
善
也
、

美
の
字
と
訓
を
同
じ
く
す
。
五
典
孔
傳
五
常
の
教
と
す
。
父
義
に
母
慈
に
兄
友

に
弟
恭
に
子
孝
な
り
。
舜
慎
み
善
く
し
て
此
五
常
を
篤
く
行
給
へ
る
故
に
、
八

 
 
＼

元
と
て
八
人
の
賢
士
を
金
平
ひ
、
此
等
を
四
方
に
冷
せ
給
へ
る
時
、
人
み
な
此

五
教
に
從
ひ
、
命
に
違
人
な
か
り
し
と
也
。
又
舜
契
の
功
を
美
と
し
給
へ
る
御

辮
に
も
、
百
姓
不
敵
親
マ
五
品
不
レ
い
也
遜
ハ
汝
作
シ
コ
リ
司
-
徒
↓
敬
二
敷
、
五
-
教
ヲ

一
命
囲
寛
二
と
宣
給
へ
り
。
五
教
五
典
五
品
一
事
也
。
蓋
父
母
兄
弟
を
五
品
と
す
。

家
に
五
等
尊
卑
の
品
あ
れ
ば
也
。
義
慈
友
恭
孝
を
五
教
と
す
。
各
一
事
を
教
ゆ

る
也
。
五
典
（
典
は
常
也
と
訓
じ
て
黒
門
不
易
の
義
、
古
書
皆
如
此
。
人
の
父

た
る
に
は
義
を
以
教
と
し
、
母
に
は
慈
を
以
し
、
自
外
の
」
（
5
ー
オ
）
三
教
各
一

事
を
操
る
。
五
の
道
常
に
し
て
不
易
の
理
あ
る
を
以
五
典
と
い
ふ
也
。
護
日
、

 
 
 
ナ
カ
ラ

五
典
五
 
惇
哉
と
あ
る
も
五
常
の
教
を
い
へ
り
。
唐
虞
の
聖
旨
§
相
う
け
て

教
を
な
す
も
の
也
。
後
世
に
至
り
て
五
常
の
名
韓
ず
。
親
義
別
刷
信
と
な
り
、

仁
義
禮
智
信
と
な
る
。
ひ
と
り
五
常
の
韓
ぜ
る
め
み
に
あ
ら
ず
。
五
倫
と
い
へ

る
も
詩
書
の
言
は
ざ
る
所
、
其
義
下
に
陳
ず
。

仁
の
言
始
て
般
の
時
に
見
ゆ
。
爾
後
連
綿
書
に
出
た
り
。
孔
子
口
を
開
た
ま
へ

ば
仁
を
説
せ
給
ひ
ぬ
。
其
解
籍
に
別
著
す
。
孟
子
よ
り
盛
に
仁
義
と
蔵
し
、
老

荘
も
又
し
か
な
り
。
禮
智
信
を
あ
は
せ
て
五
常
と
云
事
、
遡
古
に
は
未
聞
事
な

 
 
 
 
 
 
 
ハ
ジ
メ

り
。
荷
子
子
思
の
防
給
ふ
と
う
け
給
る
。

謹
て
按
ず
る
に
、
孟
子
新
に
四
端
の
心
を
説
か
れ
て
よ
り
四
行
世
に
立
、
五
行

相
傳
フ
。
五
氣
に
配
し
て
漢
儒
の
説
あ
り
。
宋
」
（
5
ー
ウ
）
の
諸
君
子
是
に
よ
れ
り
。

陰
陽
を
乾
順
と
し
仁
義
を
象
れ
り
。
是
よ
り
一
定
の
説
と
な
り
て
五
常
と
い
へ

ば
仁
義
禮
智
信
と
世
學
て
思
へ
る
事
、
古
學
を
う
し
な
へ
る
の
謂
也
。
諸
子
百

家
説
を
闇
闇
す
。
聖
人
の
道
載
籍
極
め
て
博
し
。
然
れ
共
要
す
く
な
し
。
元
來

帝
の
代
教
上
に
あ
り
て
下
の
専
ら
に
す
る
事
に
あ
ち
ず
。
う
け
て
行
フ
の
み
也
。

諸
子
以
外
の
教
起
り
て
玄
理
心
法
世
を
嚇
し
、
一
己
心
身
の
上
よ
り
説
、
上
の

道
下
の
了
解
に
落
、
紛
々
と
し
て
極
り
な
し
。
其
要
を
と
り
て
下
道
を
齪
る
。

道
の
支
離
名
義
を
う
し
な
へ
る
謂
也
。
孟
子
日
、
父
子
有
親
、
君
臣
有
義
、
夫

婦
万
別
、
長
幼
雷
序
、
朋
友
有
信
と
演
説
あ
り
。
即
舜
の
契
に
命
じ
給
へ
る
事

と
あ
り
。
書
の
逸
せ
る
に
や
、
今
の
文
見
る
由
な
し
。
或
は
孟
子
古
聖
人
の
立

教
の
意
を
演
義
あ
り
し
も
知
べ
か
ら
ず
。
然
れ
野
点
言
教
以
人
倫
」
（
5
2
オ
）
あ

り
て
五
倫
共
五
常
共
の
給
は
ず
。
父
母
兄
弟
子
を
五
品
と
称
す
る
に
な
ら
は
“
、

是
も
又
認
諾
と
こ
そ
称
す
ぺ
け
れ
。
五
倫
の
名
、
後
世
に
立
る
所
な
る
べ
し
。

字
書
に
も
、
人
倫
の
大
耳
五
ツ
、
親
義
別
意
信
也
と
疑
り
。
孟
子
に
よ
れ
る
よ

り
名
付
て
五
倫
と
な
す
。
千
載
之
下
敦
か
是
な
る
事
を
し
ら
ん
。
故
に
遽
古
の

（96）



教
書
に
徴
し
て
古
義
を
し
ら
し
め
、
古
書
を
讃
に
便
り
し
、
古
の
教
を
明
に
し

て
五
常
解
を
述
る
事
左
の
ご
と
し
。

尊
高
。
義
と
は
義
方
也
、
宜
也
。
古
に
人
の
非
を
為
を
禁
る
を
も
義
と
云
。
義

の
解
多
端
也
。
古
説
得
る
風
な
し
。
祖
裸
先
生
先
王
之
義
と
す
。
詩
書
義
之
府

也
と
云
を
援
引
と
す
。
よ
る
べ
し
。
夫
レ
人
の
父
た
る
、
い
つ
れ
か
子
の
不
義

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

に
陥
る
事
を
よ
し
と
せ
ん
や
。
故
に
義
方
を
口
と
し
、
時
宜
事
宜
土
宜
を
教

る
者
」
（
5
2
ウ
）
は
、
子
を
し
て
身
を
保
、
家
を
績
、
令
聞
令
息
あ
ら
し
め
ん
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
を
思
者
也
。
上
の
三
宜
時
庭
位
に
随
ひ
、
こ
と
に
時
王
の
建
る
所
の
法
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
マ
マ
 

よ
り
過
な
き
事
を
本
と
す
。
抑
先
生
と
は
古
聖
王
を
も
申
、
又
其
一
代
の
先

君
を
も
称
し
奉
る
。
先
王
の
法
言
法
服
是
也
。
事
宜
例
し
て
し
る
べ
し
。
萬
事

撰
ぶ
所
あ
り
て
宜
不
運
多
端
也
。
其
宜
に
随
ふ
事
は
、
年
老
経
歴
の
う
へ
、
法

を
そ
ら
ん
じ
事
を
計
る
の
う
へ
に
か
く
れ
ば
、
老
者
の
こ
と
ば
父
に
あ
ら
ず
と

も
敬
し
て
取
べ
し
。
古
に
二
十
に
し
て
冠
し
字
付
、
は
じ
め
て
父
の
道
を
画
す
。

三
十
に
し
て
室
を
有
し
、
家
を
食
む
。
馬
匹
に
よ
れ
り
。
臓
ふ
時
は
野
合
と
す
。

さ
れ
ば
禮
と
は
時
王
の
制
三
代
同
じ
か
ら
ず
。
時
宜
土
宜
事
宜
の
三
が
一
也
。

是
を
し
る
は
順
義
の
人
平
。
唐
虞
ノ
譲
三
代
の
継
時
宜
也
。
昊
服
昊
言
を
ば
上

世
に
も
免
が
れ
ず
。
当
面
文
身
」
（
5
3
オ
）
荊
蛮
に
要
る
・
の
類
、
魯
人
の
猟
校

孔
子
も
同
じ
く
し
給
ふ
。
土
宜
の
い
は
れ
也
。
凡
義
に
よ
り
て
禮
を
制
す
、
聖

之
譲
受
。
叔
世
の
吏
治
一
≧
法
律
に
断
ず
。
詩
書
を
挾
み
偶
語
す
る
時
は
秦
の

法
奔
市
す
。
服
非
反
唇
漢
律
に
身
を
喪
す
。
面
に
唾
し
て
工
事
な
か
れ
と
は
婁

師
徳
が
子
に
事
宜
を
返
る
也
。
古
今
に
わ
た
り
人
の
父
と
し
て
子
孫
を
奉
る
義

を
し
ら
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。
聖
人
の
道
古
に
宜
し
く
今
に
不
宜
と
い
は
“

無
智
な
る
こ
と
し
り
ぬ
べ
し
。

母
慈
。
慈
と
は
慈
愛
の
義
也
。
母
の
子
を
慈
愛
す
る
、
天
性
に
出
て
加
ふ
べ
か
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ら
ず
。
然
る
に
慈
を
も
て
教
ゆ
る
は
、
婦
人
の
性
動
も
す
れ
ば
偏
頗
な
り
。
愛

す
る
子
あ
り
、
不
愛
あ
り
。
垢
惇
の
為
に
児
を
う
し
な
へ
る
例
な
き
に
し
も
あ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ
 

ら
ず
。
慈
和
慈
恵
は
愛
の
正
と
す
。
庶
藁
た
り
這
う
め
る
に
ひ
と
し
」
（
5
3
ウ
）

か
る
は
、
婦
人
慈
愛
の
主
な
る
也
。
或
は
愛
し
て
肥
甘
に
過
、
飽
暖
に
こ
え
て

子
の
身
を
う
し
な
ひ
、
は
て
は
は
ふ
れ
に
た
る
も
下
め
ず
、
不
義
を
共
に
す
る

の
類
、
山
学
童
と
い
ふ
ぺ
け
ん
や
。
今
の
世
に
母
の
教
を
失
し
て
子
の
身
を
損
す

類
あ
ま
た
あ
り
。
さ
れ
ど
父
の
義
方
を
曇
る
に
母
の
慈
な
く
ば
子
成
立
べ
か
ら

ず
。
母
は
生
養
を
降
る
。
父
の
義
方
相
須
て
子
を
成
す
も
の
也
。
誰
人
の
よ
め

る
に
や
。

 
 
父
は
う
ち
母
は
抱
て
か
な
し
ぶ
を
心
か
は
る
と
子
は
お
も
ふ
ら
ん

学
友
。
友
と
は
友
愛
の
義
也
。
凡
字
義
二
字
相
須
て
意
を
成
す
時
は
意
か
は
れ

り
。
此
愛
字
、
慈
愛
の
愛
と
は
意
味
珈
か
は
れ
り
。
母
の
愛
重
よ
り
出
。
愛
す

る
の
至
な
り
。
友
と
は
同
志
為
友
古
義
也
。
兄
弟
心
を
同
じ
く
し
て
相
愛
す
る

の
心
を
ふ
く
め
り
。
凡
兄
弟
共
に
父
母
の
分
身
也
。
兄
弟
友
愛
し
て
」
（
5
4
オ
）

志
を
共
に
す
る
時
は
、
父
の
業
を
興
し
、
志
を
継
、
孝
を
勤
め
て
家
を
な
す
べ

し
。
培
に
せ
め
ぐ
は
長
た
る
の
義
を
う
し
な
へ
る
よ
り
生
ず
。

弟
恭
。
恭
と
は
恭
敬
の
義
也
。
自
高
ぶ
ら
ざ
る
を
云
。
兄
長
を
う
や
ま
ひ
弟
順

の
道
を
執
な
り
。
た
と
へ
兄
友
愛
の
道
を
失
す
と
も
、
相
猶
す
る
事
な
く
、
官

高
と
せ
ず
、
兄
を
う
や
ま
ひ
長
幼
和
順
の
方
に
よ
る
時
は
、
父
の
志
づ
ぐ
べ
し
。

父
の
業
守
る
べ
し
。
家
を
治
め
家
族
を
和
げ
、
永
く
争
論
の
道
塞
が
る
べ
し
。

三
孝
。
孝
と
は
善
事
父
母
之
義
也
。
天
下
子
な
き
の
父
母
は
あ
れ
ど
父
母
な
き

の
子
な
し
。
孔
子
孝
を
先
王
の
至
徳
要
道
と
の
給
ひ
て
、
古
聖
先
王
孝
道
を
も

て
天
下
を
三
三
ひ
し
事
を
の
べ
給
へ
り
。
人
の
み
に
あ
ら
ず
。
凡
飛
禽
走
獣
い

つ
れ
か
」
（
5
4
ウ
）
子
を
か
な
し
ま
ざ
る
や
。
禽
獣
に
は
道
を
し
る
の
心
な
し
。
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塾
し
た
ふ
は
乳
哺
の
問
の
み
。
人
と
し
て
孝
心
な
く
ば
、
生
れ
し
所
に
何
を
も

て
か
報
ぜ
ん
。
子
を
愛
せ
ざ
る
親
は
な
き
に
、
親
を
愛
敬
せ
ざ
る
の
子
も
あ
る
、

ひ
と
り
何
の
心
そ
や
。
孝
に
始
終
の
道
あ
り
。
生
時
没
後
に
わ
た
り
て
天
子
よ

り
庶
人
に
達
す
。
孝
経
を
よ
み
て
孝
道
の
大
な
る
事
を
辮
離
す
べ
し
。
さ
れ
ば

此
五
常
父
母
兄
弟
は
禰
§
上
封
す
。
孝
の
孤
行
ず
る
が
ご
と
し
。
さ
れ
ど
父
母

子
と
相
可
し
相
因
て
離
れ
ず
。
一
孝
立
て
万
行
の
源
に
あ
へ
り
。
天
子
に
し
て

は
天
下
を
治
、
．
諸
侯
に
し
て
は
國
治
り
、
太
夫
に
し
て
は
家
治
り
、
士
諸
人
に

し
て
は
身
修
る
。
無
為
の
化
是
よ
り
行
は
れ
て
妻
學
臣
僕
も
徳
に
化
し
、
世
安

全
な
る
べ
き
も
の
也
。
此
故
に
聖
人
天
下
和
睦
の
五
教
を
設
て
萬
世
不
易
に
費

し
給
ふ
所
、
鐙
仰
奉
冒
し
奉
る
べ
き
も
の
也
。
」
（
5
5
オ
）
古
道
に
志
あ
る
人
、
高

き
賎
き
を
い
は
ず
心
を
か
た
ぶ
け
ざ
ら
ん
や
。

予
既
述
五
常
以
國
字
便
蒙
士
爾
後
閲
狙
棟
先
生
臭
名
則
五
常
鮮
如
予
所
述
蹴
然

起
日
進
中
籔
耶
唯
所
援
極
確
可
敬
因
以
藍
島
副
其
事
云

 
延
享
此
身
之
冬
十
二
月
六
日
 
 
 
 
 
鳴
鳳
知
育
識

 
寳
直
前
亥
夷
則
下
旬
 
 
 
 
 
門
人
 
耳
蝉
卿
謹
爲

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
井
校
訂
 
 
 
」
（
5
5
ウ
）

仁
繹
 
 
 
 
 
 
 
 
 
錦
江
先
生
述
 
 
 
 
 
 
 
 
毒
魚
皇
猷

 
 
仁
は
学
者
第
一
に
心
得
べ
き
事
な
り
。
中
古
已
来
仁
の
事
再
呈
に
し
て
手

 
 
を
下
す
所
な
き
が
ご
と
し
。
よ
り
て
説
を
立
て
心
理
に
基
け
説
る
故
、
其

 
 
説
深
奥
に
し
て
禅
の
悟
を
漁
る
が
ご
と
し
。
夫
書
生
帷
を
下
し
燈
を
箋
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ
 

 
 
て
数
万
巻
を
破
談
す
と
も
、
論
語
中
島
第
一
の
仁
の
事
を
會
せ
ず
。
さ

 
 
ら
ん
に
は
何
の
学
を
か
い
は
む
。
今
こ
・
に
し
る
せ
る
所
は
、
幼
よ
り
此

 
 
事
を
疑
ひ
て
壮
歳
に
至
鼠
害
疑
網
鮮
紅
あ
た
は
ず
。
五
十
歳
の
こ
ろ
は
じ

 
 
め
て
古
書
を
訂
し
て
梢
≧
に
其
鮮
を
獲
る
が
ご
と
し
。
因
て
和
語
に
課
し

 
 
て
蒙
士
に
便
り
す
。
其
説
多
く
は
祖
棟
先
生
が
論
語
徴
」
（
5
6
オ
）
遇
す
。

 
 
敢
て
自
家
の
説
に
は
あ
ら
ず
。
但
愚
鈍
の
質
、
思
念
し
て
得
た
る
所
は
書

 
 
の
つ
く
す
所
に
あ
ら
ず
。
人
ぐ
工
夫
を
下
し
て
獲
給
ふ
べ
き
者
也
。

一
仁
と
は
治
國
安
民
の
道
也
。
聖
人
は
古
の
天
下
國
家
を
治
給
ひ
て
、
國
豊
か

に
民
安
か
る
道
を
立
、
蒼
生
を
撫
育
し
給
ひ
、
其
法
後
世
に
傳
は
り
、
こ
れ
を

聖
人
の
道
と
は
申
に
て
候
。
末
世
の
心
法
の
沙
汰
と
は
柳
か
は
り
あ
る
に
似
た

り
。
六
経
を
窺
ひ
て
し
る
べ
し
。
さ
れ
ば
道
と
は
術
と
い
ふ
心
に
し
て
、
聖
人

天
下
を
治
め
給
ひ
し
術
な
り
。
其
上
治
國
安
民
の
外
に
洩
る
事
な
し
。
長
調
の

統
領
を
名
づ
け
て
仁
と
は
申
に
て
候
。
答
電
書
に
楽
ロ
ハ
君
子
民
之
父
母
と
云
詩

を
援
て
仁
を
訳
し
侍
る
。
古
今
の
卓
見
な
る
べ
し
。
」
（
5
6
ウ
）

一
仁
は
人
君
の
道
也
。
儒
者
の
道
仁
を
本
と
す
る
事
は
、
古
聖
先
王
の
道
造
士

と
て
人
を
善
人
に
な
り
た
・
し
む
る
盲
あ
り
。
六
趣
を
教
へ
て
徳
を
養
ひ
長
養

す
。
其
阪
仁
に
至
ら
し
め
、
及
ば
ざ
れ
ば
君
子
と
な
り
、
歯
し
も
な
る
も
士
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
 
 

道
は
う
し
な
は
し
め
ず
。
各
其
才
に
随
ひ
て
國
家
治
安
の
術
を
助
け
し
む
。

故
に
仁
を
事
と
す
る
事
人
君
の
み
に
か
ぎ
ら
ず
。
さ
れ
ば
士
庶
人
と
い
へ
ど
も

上
に
父
母
あ
り
、
中
に
昆
弟
朋
友
あ
り
、
下
に
奴
蝉
あ
り
。
物
を
愛
し
天
道
に

則
と
る
事
な
き
時
は
、
不
仁
の
窩
窟
に
陥
り
て
宗
を
亡
ぼ
し
家
を
失
ふ
に
至
れ

り
。
仁
君
世
を
治
め
給
は
ん
に
不
仁
者
事
を
七
時
は
、
大
小
に
よ
ら
ず
其
害
を

う
く
。
さ
れ
ば
仁
は
上
下
に
徹
す
る
の
道
也
。
」
（
5
7
オ
）

一
人
を
は
じ
め
て
あ
め
が
下
に
あ
り
と
あ
る
者
、
己
を
愛
せ
ざ
る
は
な
し
。
己

を
愛
す
る
は
人
の
情
也
。
し
か
れ
共
己
を
愛
す
る
に
過
る
時
は
己
を
亡
ぼ
す
の

道
也
。
仁
者
は
己
を
愛
す
る
の
心
を
推
し
て
人
を
愛
し
物
を
愛
す
。
行
所
と
し

て
物
情
に
も
と
る
事
な
き
い
は
れ
な
り
。
是
を
恕
と
い
ひ
て
仁
の
事
也
。
古
聖
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先
王
刑
政
を
立
給
ふ
事
も
、
其
手
を
長
養
し
て
害
な
か
ら
し
め
む
と
也
。
申
韓

が
術
は
己
を
利
し
、
聖
人
の
仁
は
天
下
を
利
す
。
抑
天
下
は
大
物
也
。
人
情
萬

端
に
し
て
朽
た
る
縄
を
も
て
至
論
を
号
す
る
に
讐
へ
た
り
。
仁
は
至
柔
至
和

の
道
な
り
。
君
子
の
道
醜
悪
を
本
と
す
。
二
軍
に
連
火
§
出
見
尊
と
火
之
酢
芹

の
み
こ
と
を
云
。
ほ
・
出
み
の
み
こ
と
・
申
は
に
こ
や
か
な
る
顔
を
申
。
す
そ

り
の
み
こ
と
・
は
お
も
・
ち
あ
し
き
」
（
5
7
ウ
）
の
た
と
へ
な
る
べ
し
。
幸
と
さ

ち
あ
ら
ざ
る
と
共
に
二
道
也
。
延
喜
の
帝
は
臣
下
の
諌
を
い
は
ざ
ら
ん
こ
と
を

恐
お
は
し
ま
し
て
、
常
に
ゑ
み
て
ぞ
お
は
し
ま
し
け
る
と
大
鏡
に
い
へ
り
。
あ

り
が
た
し
。
紀
の
南
龍
公
、
御
駕
の
内
に
て
民
の
み
ま
い
ら
す
る
所
に
は
ゑ
ま

ひ
つ
く
ら
せ
給
ひ
し
と
古
キ
翁
が
薄
き
。
さ
れ
ば
我
を
智
あ
り
と
す
る
時
は
、

人
其
仁
を
輔
け
て
い
さ
む
る
こ
と
な
し
。
以
友
輔
仁
と
は
其
事
を
申
に
て
候
。

 
 
恋
せ
ず
ば
人
は
心
の
な
か
ら
ま
し
物
の
哀
は
こ
れ
よ
り
そ
し
る

仁
を
す
る
の
道
に
か
な
ひ
た
る
よ
し
古
よ
り
申
傳
へ
た
り
。
人
情
に
通
じ
て
自

他
一
様
に
あ
ら
ん
こ
と
、
仁
の
道
な
る
べ
し
。

一
碧
仁
と
は
仁
を
と
り
行
ふ
こ
と
也
。
求
仁
と
は
仁
人
を
求
得
」
（
5
8
オ
）
た
る
也
。

欲
仁
と
云
も
同
じ
。
論
語
中
諸
子
に
仁
を
許
可
し
給
は
ず
、
管
仲
の
み
許
可
あ

る
こ
と
、
古
人
よ
り
喜
吉
な
り
。
諸
子
の
仁
は
國
家
に
及
ば
ず
、
管
仲
は
周
室

を
貴
び
天
下
に
及
ぼ
し
、
齊
公
を
輔
翼
せ
る
が
故
也
。
皆
治
国
安
民
に
か
・
れ

ば
也
。
回
也
其
心
三
月
不
違
仁
と
は
顔
子
を
よ
び
て
告
給
ふ
也
。
亘
ひ
心
三
月
の

久
し
き
に
及
び
て
仁
に
違
は
じ
と
す
る
時
は
、
其
絵
事
は
日
§
に
至
り
月
に
至

る
と
也
。
謹
て
按
ず
る
に
、
孔
子
の
時
仁
の
鮮
今
の
ご
と
く
に
は
あ
ら
ず
。
必

家
常
茶
飯
の
ご
と
く
な
る
べ
し
。
常
に
こ
れ
を
の
べ
給
ふ
に
て
し
る
べ
し
。
吾

道
｝
以
貫
之
と
は
、
仁
を
も
て
貫
き
萬
事
を
行
原
ふ
と
い
ふ
な
る
べ
し
。
曽
子

忠
恕
を
も
て
繹
せ
る
に
て
し
る
。
又
仁
王
不
厭
軍
多
量
倦
是
を
仁
也
と
解
釈
す

川
越
市
立
図
書
館
蔵
『
芙
蓉
楼
玉
屑
』
（
下
）
 
一
翻
刻
と
解
題
1

る
事
は
、
各
分
上
を
も
て
い
へ
る
な
り
。
天
下
に
」
（
5
8
ウ
）
仁
を
行
と
い
へ
る

は
人
君
の
事
也
。
下
の
事
に
あ
ら
ず
。
さ
れ
ど
其
事
を
撲
貸
せ
ば
天
下
に
及
ぶ

べ
し
。
故
に
仁
と
云
。
仁
者
不
言
と
は
並
べ
き
長
手
に
あ
る
が
故
に
天
下
を
治

む
に
も
心
づ
か
ひ
あ
ら
ず
と
也
。
よ
り
て
治
國
安
民
の
術
と
し
る
時
は
論
語
中

の
仁
一
貫
す
。

一
聖
人
孝
道
を
以
天
下
を
順
に
し
民
を
和
げ
給
ふ
は
天
下
の
父
子
に
訂
す
る

也
。
冠
婚
喪
祭
を
立
て
禮
を
制
し
給
ひ
、
八
風
に
か
た
ど
り
て
楽
を
興
し
給
ふ

は
、
天
下
を
風
化
す
る
の
仁
也
。
刑
罰
不
仁
を
正
し
、
政
令
は
仁
を
滞
ら
し
め

 
お
 
 

 
ざ
る
料
也
。
仁
の
大
な
る
は
如
意
と
い
へ
ど
、
約
す
れ
ば
己
に
蹄
す
。
回

心
を
も
て
か
れ
に
行
の
み
也
。
君
子
の
道
通
ず
る
時
は
天
下
を
存
し
、
心
す
る

時
は
己
を
克
す
。
禺
稜
顔
回
道
を
心
し
給
ふ
い
は
れ
也
。
」
（
5
9
オ
）

一
孔
子
日
、
力
之
不
足
な
る
者
を
み
ず
と
は
、
仁
を
お
も
へ
ば
則
仁
に
至
る
の

教
也
。
世
人
な
べ
て
己
を
の
み
愛
し
て
人
を
愛
す
る
に
・
γ
と
き
が
故
に
、
世
を

没
ル
ま
で
仁
聞
な
し
。
君
子
去
仁
焉
童
名
と
あ
り
。
終
夕
船
酔
も
仁
に
た
が
ふ

事
な
か
れ
と
も
の
べ
給
ふ
。
さ
れ
ば
依
仁
の
心
を
常
に
養
ふ
と
き
は
、
智
な
き

も
智
を
生
じ
、
才
な
き
も
才
を
生
じ
、
父
母
の
継
膿
を
損
せ
ず
。
刑
獄
に
免
れ

仁
を
成
す
る
時
は
天
下
國
家
を
利
す
る
。
是
を
習
学
す
る
が
故
に
庸
人
も
君
子

と
成
の
道
な
り
。
お
も
ふ
べ
し
く
。
（
5
9
ウ
）

質
量

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
錦
江
 
鳴
鳳
卿
述
授

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
門
人
 
源
鼎
卿
訂

道
と
は
捻
括
せ
る
名
宝
。
道
の
外
に
道
な
し
。
分
ち
名
付
る
は
一
道
也
。
諸
子

百
家
下
用
儒
一
家
の
言
を
立
て
先
王
に
か
け
ざ
る
は
、
皆
其
人
見
る
所
の
道
に
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し
て
是
も
土
筆
一
道
な
り
。
先
王
の
道
と
申
は
古
聖
人
天
下
を
治
め
給
ひ
し
道

也
6
浩
荒
の
む
か
し
は
君
と
も
な
く
民
と
も
な
く
、
上
下
尊
卑
わ
か
れ
ず
。
父

子
夫
婦
も
分
な
く
、
い
は
f
禽
獣
に
か
ば
る
所
幾
何
も
な
し
。
ロ
ハ
性
の
ま
・
に

し
て
骨
壷
な
り
し
を
、
憲
犠
の
神
聖
世
に
出
給
ひ
、
上
天
文
を
観
、
下
は
地
理

を
察
し
お
は
し
ま
し
て
起
て
八
卦
を
画
書
し
、
書
契
を
」
（
6
0
オ
）
作
り
、
結
縄

に
か
へ
給
ひ
し
ょ
り
、
物
の
あ
や
め
わ
か
れ
ぬ
。
藍
島
を
聰
と
し
失
婦
の
禮
は

じ
ま
り
、
網
倉
田
猟
を
教
へ
、
市
の
交
易
火
の
化
を
教
へ
て
庖
厨
の
道
お
こ
り
、

肇
類
の
長
と
し
て
自
然
の
化
を
産
せ
給
ひ
し
也
。
君
臣
の
直
な
る
べ
し
。
神
農

の
御
時
木
を
た
め
て
弓
と
し
、
け
づ
り
て
来
霜
と
し
、
人
の
利
を
興
さ
せ
給
ひ
、

萬
古
の
今
萬
國
の
末
に
も
恵
澤
を
傳
へ
給
ふ
。
こ
の
君
百
草
を
嘗
さ
せ
給
ひ
、

病
を
救
ふ
の
道
を
授
。
軒
韓
の
君
画
学
の
制
居
室
の
作
あ
り
。
万
類
を
め
ぐ
み

給
ふ
。
凡
廠
始
は
毛
を
ゆ
び
き
も
の
に
七
、
血
を
す
ひ
、
禽
獣
人
を
害
し
、
野

寄
に
侵
さ
れ
、
巣
に
居
り
て
は
覆
り
、
空
に
す
み
て
は
慈
に
毒
せ
ら
る
。
画
数

聖
人
の
徳
」
（
6
0
ウ
）
化
よ
り
こ
れ
を
ま
ぬ
が
れ
、
生
を
た
の
し
む
。
其
後
后
稜

樹
藝
の
道
を
は
じ
め
給
ひ
、
生
生
の
恩
澤
尽
る
期
な
し
。
是
悪
世
を
救
ひ
民
を

恵
む
仁
の
至
れ
る
御
こ
と
を
憶
べ
し
。
唐
虞
の
君
古
に
し
た
が
ひ
か
ん
が
へ
給

ひ
、
諸
の
道
を
磁
器
ふ
。
前
程
を
は
じ
め
時
を
授
、
父
母
兄
弟
子
五
常
の
教
化

を
施
し
、
禮
楽
を
用
ひ
て
天
下
を
治
る
の
道
を
立
給
ふ
。
禮
は
迩
摩
に
権
輿
し
、

楽
は
黄
帝
に
渕
源
す
。
後
世
其
傳
を
う
し
な
へ
る
事
、
萬
生
の
不
幸
な
ら
ず
や
。

し
か
し
よ
り
禺
王
の
水
芸
を
平
げ
萬
世
の
貢
税
を
鑑
む
べ
し
。
文
武
の
后
古
撲

の
道
を
潤
色
あ
り
。
正
距
に
至
り
て
制
度
文
物
柄
換
た
る
も
其
極
数
聖
人
を
更

奉
り
、
数
千
年
の
星
霜
を
つ
み
て
爆
雷
國
安
民
」
（
6
ー
オ
）
の
道
備
り
ぬ
れ
ど
、

聖
君
上
に
消
雪
ふ
代
も
な
し
。
猜
孔
子
上
は
雍
舜
を
祖
述
し
文
武
を
顕
嘉
し
、

列
聖
書
置
ふ
る
所
を
あ
つ
め
て
折
衷
せ
り
。
叢
れ
共
位
を
得
て
制
作
し
給
ふ
事

な
く
述
七
て
世
に
傳
へ
給
ふ
。
道
の
大
統
此
に
あ
り
。
こ
れ
を
先
王
の
道
止
す
。

い
は
ゆ
る
治
世
安
民
の
事
也
。

天
要
道
信
管
道
人
よ
り
立
た
る
名
爵
。
古
聖
先
王
の
道
も
跡
を
も
て
名
付
ぬ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天
地
の
道
は
人
の
当
所
に
自
然
に
其
道
あ
り
。
昼
夜
四
時
を
行
れ
、
日
月
星

辰
運
度
有
を
翻
し
る
所
な
り
。
聖
人
裁
成
輔
相
し
て
化
育
を
た
す
け
給
ふ
。
生

長
収
藏
皆
生
ミ
の
す
が
た
也
。
世
人
は
是
を
伺
ひ
、
下
智
巧
を
も
て
計
り
、
象

を
み
て
計
り
、
数
を
立
て
計
り
、
理
を
以
計
る
。
転
退
」
（
6
ー
ウ
）
限
あ
り
。
限

あ
る
は
天
の
道
に
あ
ら
ず
。
近
世
蛮
術
の
通
天
を
論
、
唯
有
象
実
測
に
よ
り
層
て

形
艦
に
限
る
。
人
の
計
る
所
及
べ
か
ら
ず
。
唯
上
古
聖
人
深
く
計
遠
く
察
し
給

へ
る
道
捗
べ
く
見
る
べ
く
思
べ
し
。
聖
人
の
感
奮
高
か
ら
ず
。
皆
中
極
に
し
て

著
し
る
べ
く
亡
べ
し
。
遺
書
に
徴
し
て
思
べ
し
。
さ
れ
ど
道
は
聖
人
萬
世
の
治

術
、
人
を
恵
給
ふ
至
仁
よ
り
出
た
る
事
な
れ
ば
、
唯
聖
の
み
聖
を
し
る
。
常
あ

る
人
の
養
君
底
を
し
る
べ
き
に
あ
ら
ず
。
如
天
の
下
直
し
る
べ
し
と
い
ふ
も
、

理
数
を
尽
し
思
ひ
を
い
た
し
て
し
る
の
み
也
。
道
も
亦
限
な
し
。
限
あ
れ
ば
大

道
却
而
小
に
落
。
後
世
道
の
写
す
る
い
は
れ
也
。
智
者
は
慎
み
て
い
は
ざ
る
に

は
し
か
じ
。
わ
っ
か
に
葺
石
に
遷
る
の
言
を
思
へ
ば
也
。
且
聖
人
を
恐
」
（
6
2
オ
）

ざ
る
罪
あ
り
。
道
を
陰
陽
に
か
た
ど
り
五
行
に
配
す
る
も
後
人
の
露
な
り
ゅ
天

地
の
心
は
度
ル
ベ
か
ら
ず
。
敬
天
を
元
と
す
る
は
聖
人
の
道
也
。
凡
俗
の
い
ふ

所
に
あ
ら
ず
。
し
ば
ら
く
道
は
聖
ミ
相
承
て
治
国
安
民
の
為
に
立
道
ふ
事
と
七
、

 
 
 

 
良
き
古
書
に
砺
す
る
も
．
待
べ
し
。
我
聖
人
に
あ
ら
ず
。
し
る
と
い
ふ
も
皆

一
端
な
れ
ば
也
。
道
を
盛
名
と
す
る
事
は
、
聖
人
名
を
立
て
教
給
ふ
。
是
名
教

也
。
五
典
五
常
五
教
仁
義
礼
楽
孝
悌
忠
信
の
類
也
。
三
墳
五
典
其
煮
干
ぬ
。
し

る
べ
か
ら
ず
。
九
丘
八
索
何
事
に
か
あ
り
け
ん
。
世
に
あ
る
三
墳
は
子
壷
。
連

山
帰
下
血
し
か
な
り
。
算
道
発
願
よ
り
明
か
也
。
古
聖
人
伏
犠
神
農
黄
帝
治
世
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安
民
の
悪
意
あ
り
。
其
代
に
あ
り
て
は
あ
ま
り
あ
る
に
あ
ら
ず
。
足
ざ
る
心
な

し
。
素
僕
」
（
6
2
ウ
）
の
代
し
か
り
。
物
生
ず
れ
ば
種
§
の
道
生
ず
。
化
§
の
道

し
か
り
。
周
の
文
物
盛
な
る
、
上
世
に
勝
れ
た
り
。
礼
楽
刑
政
沿
革
あ
る
と
い

へ
ど
、
治
世
安
民
の
義
ニ
ツ
な
し
。
故
に
古
聖
人
の
道
大
に
し
て
外
な
く
上
に

あ
り
て
下
を
製
す
。
夫
よ
り
以
降
は
此
道
上
に
慶
し
て
下
に
あ
り
。
諸
子
百
家

各
一
家
の
言
を
馳
騎
す
。
是
を
も
て
天
下
三
家
治
む
べ
し
と
す
。
老
子
の
ご
と

き
は
大
素
に
か
へ
さ
む
こ
と
を
思
ひ
て
仁
義
を
小
に
し
、
礼
楽
を
萄
狗
と
す
。

周
道
陵
夷
し
礼
文
費
た
る
を
み
れ
ば
な
り
。
黄
帝
を
祖
と
す
。
是
又
一
道
也
。

女
共
道
は
聖
≧
相
承
て
か
は
ら
ざ
る
を
道
と
す
。
質
文
は
時
風
。
老
子
の
道
道

に
あ
ら
ざ
る
に
は
あ
ら
ず
。
道
の
一
端
也
。
古
聖
先
王
上
下
相
貫
せ
ざ
れ
ば
也
。

楊
氏
の
道
墨
子
の
道
、
皆
其
道
を
道
と
す
。
時
を
」
（
6
3
オ
）
救
の
論
也
。
直
な

る
事
は
是
に
し
て
先
王
の
道
に
も
と
れ
り
。
又
道
の
一
端
の
み
。
孔
子
の
道
と

い
へ
ど
七
十
子
分
散
し
て
國
≧
に
傳
説
す
る
所
、
各
其
一
家
を
な
す
。
子
夏
易

々
詩
左
羊
穀
三
下
の
類
意
の
み
。
源
同
じ
く
し
て
流
分
ル
。
申
韓
が
学
老
子
よ

り
い
つ
る
も
又
し
か
り
。
孟
子
性
善
を
は
じ
む
れ
ば
、
諸
子
性
悪
と
反
す
。
公

孫
竜
堅
白
女
同
、
諸
家
是
を
排
す
。
其
究
学
問
の
道
心
論
の
道
と
な
り
、
宋
人

ご
と
に
盛
也
。
百
年
に
し
て
論
定
ル
。
今
の
世
と
な
り
て
は
老
荘
浄
財
に
あ
つ

ま
り
て
水
火
攻
撃
す
。
是
皆
無
用
の
辮
に
し
て
教
に
害
あ
り
。
学
者
の
風
俗
甚

あ
し
く
、
先
王
の
道
隠
里
せ
し
よ
り
な
れ
り
。
ホ
来
世
≧
の
賢
主
、
漢
文
光
武

 
マ
マ
 

照
烈
唐
太
宗
の
君
の
ご
と
き
前
論
出
世
の
明
主
に
て
わ
た
ら
せ
給
へ
ど
、
」

（
6
3
ウ
）
古
道
の
絶
し
よ
り
教
あ
る
事
な
く
、
自
ら
爆
管
を
用
ひ
先
王
の
道
に
よ

ら
ず
。
時
の
輔
佐
も
古
を
師
と
せ
ず
。
道
立
し
て
古
今
と
な
り
、
礼
楽
亡
び
て

 
 
 
 
 
（
3
8
V
l

治
道
を
失
ひ
、
吏
治
の
み
眼
前
を
利
し
て
敦
朴
を
事
と
し
、
下
の
賢
士
も
陶

画
の
化
に
あ
は
ず
、
自
ら
見
る
所
に
と
“
ま
る
ゆ
へ
、
人
材
古
に
降
ル
事
相
萬

川
越
市
立
図
書
館
蔵
『
芙
蓉
楼
玉
屑
』
（
下
）
 
1
翻
刻
と
解
題
一

す
。
古
道
の
す
た
れ
て
民
を
軌
物
に
入
ざ
れ
ば
也
。
い
つ
れ
の
代
に
か
聖
人
の

 
 
 
 
マ
マ
 

道
を
崇
幸
せ
ざ
ら
ん
。
し
か
る
に
道
は
先
王
の
道
な
る
事
を
専
ら
と
せ
ず
、

一
端
を
用
ひ
て
道
と
す
る
が
故
に
、
夷
狭
直
情
径
行
の
道
さ
へ
流
行
し
て
中
國

左
下
に
倫
す
。
漸
あ
る
事
し
か
な
り
。
さ
れ
ば
儒
墨
老
佛
各
一
道
を
立
る
も
の

に
し
て
、
自
外
道
と
世
に
称
せ
る
は
星
歴
先
王
治
世
安
民
の
道
四
分
」
（
6
4
オ
）

五
免
し
た
る
も
の
な
り
。

周
巳
前
は
礼
楽
を
も
道
と
云
。
道
と
は
術
と
密
事
也
。
先
王
の
治
術
全
く
礼
楽

に
あ
れ
ば
也
。
凡
上
下
尊
卑
を
分
ち
、
冠
婚
の
道
を
時
に
し
、
葬
祭
誠
信
に
し
、

痘
痕
を
た
て
、
國
郡
を
界
し
、
野
を
経
し
、
井
を
画
し
、
虫
歯
を
組
、
五
服
を

制
し
、
五
刑
を
定
め
、
社
寺
山
川
よ
り
上
は
鬼
神
に
奉
じ
、
下
は
細
民
紅
女
獄

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ
 

落
書
剤
佃
野
草
木
昆
贔
の
填
琿
に
至
ま
で
洩
す
所
な
く
一
途
に
帰
せ
し
む
。

凡
風
を
移
し
、
俗
を
易
、
邪
を
閑
ぎ
心
を
正
し
、
楽
み
て
乗
せ
ず
。
鬼
神
を
感

和
し
陰
陽
を
焚
理
す
。
不
知
不
識
し
て
善
に
す
・
み
徳
に
帰
す
る
は
楽
の
妙
也
。

道
と
す
る
も
山
豆
む
べ
な
ら
ず
や
。
此
道
既
に
亡
」
（
6
4
ウ
）
び
て
考
べ
か
ら
ず
と

い
へ
ど
も
、
其
情
書
契
に
も
と
む
。
聖
人
天
下
を
御
す
る
の
要
道
を
し
る
べ
し
。

是
文
章
著
明
な
る
教
の
ゆ
へ
に
是
を
文
と
も
い
へ
り
。
聖
人
天
道
を
う
け
て
教

を
立
給
へ
る
ゆ
へ
、
春
秋
は
禮
楽
冬
夏
は
詩
書
、
陰
陽
に
か
た
ど
れ
り
。
礼
楽

身
に
あ
る
を
君
子
と
も
い
へ
り
。
有
道
又
し
か
り
。
射
御
書
数
皆
礼
楽
統
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ
 

礼
の
大
な
る
名
五
、
吉
凶
軍
聖
心
の
特
注
。
楽
六
代
あ
り
。
雲
門
成
池
大
詔

 
 
 
 
 

大
言
大
武
と
す
。
数
聖
人
の
制
作
な
し
給
へ
る
事
物
今
に
存
せ
ざ
る
を
う
ら

む
。
礼
の
訣
典
あ
る
も
鼻
面
其
彷
佛
を
し
る
べ
し
。
楽
声
を
喪
せ
し
よ
り
唐
土

に
し
て
は
考
る
者
な
き
を
、
我
日
本
古
の
聲
を
残
せ
り
。
山
豆
幸
に
あ
ら
ず
や
。

或
人
の
日
、
楽
三
戸
火
に
亡
ぶ
と
。
楽
に
経
あ
る
べ
か
ら
ず
。
譜
」
（
6
5
オ
）
の

類
の
み
。
聲
を
う
し
な
へ
る
は
唐
土
の
不
幸
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
宋
の
時
萢
鎮
司
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馬
面
律
を
争
あ
り
て
決
せ
ず
。
一
生
を
尽
す
。
真
黍
出
な
ば
度
を
制
し
て
楽
を

制
す
べ
き
に
論
決
す
。
黍
を
つ
み
律
を
制
す
る
も
一
端
に
し
て
聲
音
の
争
鳴
譜

に
よ
れ
り
。
楽
制
作
の
時
至
ら
ば
、
手
書
に
よ
り
古
物
に
質
し
、
古
音
聲
を
し

る
し
と
す
べ
き
事
、
我
日
本
の
み
也
。
矧
治
平
百
雷
年
、
文
化
大
に
開
け
古
典

の
逸
せ
る
も
の
我
に
あ
り
。
制
作
の
温
故
便
あ
る
事
を
し
る
。

古
典
に
出
た
る
所
、
君
臣
の
道
父
子
の
道
夫
婦
の
道
と
い
ふ
を
は
じ
め
て
、
聖

人
名
石
を
立
て
人
を
導
き
給
ふ
は
、
皆
治
世
安
民
の
為
也
。
夷
秋
正
道
妾
婦
の

道
小
人
の
七
種
≧
の
道
あ
り
ゅ
或
は
其
自
ら
道
と
す
る
」
（
6
5
ウ
）
所
を
名
付
て

其
道
と
い
ふ
。
是
皆
先
王
の
道
を
分
つ
る
為
也
。
是
を
あ
は
せ
て
天
下
を
統
領

し
世
を
治
め
民
を
命
ず
る
道
を
惣
鳴
せ
る
の
道
と
し
る
べ
し
。
古
書
に
徴
す
る

所
右
の
ご
と
し
。

 
 
或
問
、
子
が
道
を
生
す
る
、
鼻
腔
先
生
辮
道
の
趣
に
し
て
、
古
聖
先
王
の

 
 
面
輔
還
す
べ
き
事
明
か
な
り
。
し
か
る
に
今
我
日
本
海
の
東
に
居
て
此
國

 
 
の
道
あ
る
べ
し
。
今
日
の
威
置
如
何
。
答
日
。

我
日
出
の
國
先
王
の
道
あ
り
。
是
を
神
道
と
す
コ
但
今
の
神
道
と
い
へ
る
は
、

多
は
神
祇
令
の
分
掌
し
て
下
働
職
の
家
に
移
し
、
あ
る
は
神
社
に
残
れ
る
物
也
。

多
は
巫
現
の
執
る
所
、
神
を
敬
す
る
に
は
是
也
。
我
昔
王
道
」
（
6
6
オ
）
あ
り
。

朝
廷
に
あ
り
き
。
上
の
御
す
る
藤
下
と
し
て
謀
る
べ
き
に
非
ず
。
謀
る
は
礼
に

た
が
へ
り
。
和
の
律
令
格
式
猶
志
せ
り
。
謹
て
考
べ
し
。
其
神
舐
の
奉
崇
は
神

話
あ
り
。
謹
按
ず
る
に
、
中
興
武
将
よ
り
海
宇
一
変
し
、
室
町
殿
に
し
て
又
大

に
変
ず
。
朝
廷
の
重
事
大
事
文
武
の
大
柄
、
皆
是
公
方
様
に
帰
す
。
就
中
我
公

方
様
、
慶
元
以
来
公
武
の
諸
法
度
あ
り
。
正
書
一
同
せ
り
。
諸
侯
を
立
ら
る
．
・

事
三
百
家
也
。
御
家
人
御
譜
代
外
様
の
別
あ
り
。
共
に
世
禄
に
し
て
帯
鋼
の
有

丈
る
事
な
し
。
特
に
御
譜
代
御
直
参
の
事
、
子
孫
相
績
の
道
は
和
漢
の
古
に
も

あ
ら
ざ
る
所
に
し
て
、
養
嗣
の
法
厳
重
に
し
て
、
服
忌
の
制
」
（
6
6
ウ
）
軍
制
立

法
の
本
と
な
り
、
家
を
績
て
断
絶
す
る
事
な
し
。
爵
位
五
等
に
比
し
て
公
卿
四

品
諸
太
夫
士
と
わ
か
れ
、
共
に
家
人
父
子
の
す
が
た
を
表
す
。
周
家
封
建
の
意

也
。
勧
懲
瓢
防
の
典
皆
関
東
の
御
沙
汰
な
れ
ば
、
農
工
商
買
四
方
條
令
あ
り
。

封
彊
に
縣
れ
り
。
士
民
法
に
よ
る
者
久
し
。
謹
て
古
に
比
せ
ば
周
典
の
禮
也
。

我
日
本
禮
あ
ら
ず
と
思
へ
る
は
嚢
子
其
見
聞
に
看
て
察
せ
ざ
る
事
態
。
礼
隠
然

と
し
て
今
に
行
は
る
・
所
法
と
の
み
思
へ
る
は
謬
れ
り
。
所
謂
禮
は
文
と
も
道

と
も
古
に
い
へ
れ
ば
、
今
の
御
大
法
と
称
せ
る
所
古
の
礼
と
し
る
べ
し
。
是
を

し
ら
ず
講
明
せ
ず
、
士
民
此
時
に
立
べ
き
所
な
し
。
固
随
の
子
弟
才
か
に
書
を

讃
事
を
し
れ
」
（
6
7
オ
）
ば
古
を
の
み
道
あ
り
と
す
。
今
の
よ
る
所
を
わ
す
る
。

或
は
神
道
を
学
び
失
し
て
御
大
法
を
は
な
れ
、
或
は
儒
書
を
よ
み
失
し
て
官
命

に
た
が
ひ
、
或
は
老
荘
の
教
を
失
し
て
時
務
を
あ
や
ま
り
、
或
は
佛
教
を
聞
あ

や
ま
り
て
政
令
を
犯
す
の
類
、
指
屈
す
る
に
ひ
ま
な
し
。
重
な
る
者
刑
流
、
小

な
る
者
は
厳
謎
に
坐
す
。
山
べ
し
、
誠
む
べ
し
。
凡
諸
道
其
家
に
命
ず
し
て
自

回
す
る
者
撰
ぶ
所
あ
る
べ
し
。
然
ら
ば
則
古
聖
人
の
道
と
称
す
る
者
今
に
営
所

な
き
軟
と
い
は
“
、
し
か
は
あ
ら
ず
。
御
代
ミ
御
条
目
の
始
に
文
武
の
道
を
兼

備
す
べ
し
、
或
は
忠
孝
を
働
等
の
文
、
首
と
し
て
出
さ
る
。
文
武
に
封
ず
る
時

は
儒
術
を
い
へ
り
。
道
に
通
ぜ
ざ
る
者
は
窒
擬
あ
り
と
す
。
道
山
豆
古
に
の
み
行

は
れ
て
」
（
6
7
ウ
）
今
に
行
は
れ
ず
、
彼
に
の
み
あ
り
て
我
に
あ
ら
ず
と
せ
ば
道

な
ら
ん
や
。
但
そ
れ
古
の
義
を
も
て
今
の
義
と
な
さ
ん
と
し
、
人
の
道
を
守
り

て
我
道
と
せ
ん
と
す
る
は
先
王
の
道
と
い
ふ
の
意
に
あ
ら
ず
。
凡
書
算
讐
軍
需

等
魚
倉
に
助
け
あ
ら
ん
は
、
三
皇
に
鷹
じ
て
習
学
す
る
も
可
也
。
弓
馬
は
士
の

道
、
論
に
及
ば
ず
。
農
工
商
質
亦
し
か
な
り
。
学
ぶ
所
澤
を
宜
と
す
。
家
に
あ

ら
ぬ
は
先
務
に
あ
ら
ず
。
是
古
の
三
蓋
の
岐
せ
る
所
の
者
は
身
を
下
る
の
便
と
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な
る
。
一
儲
に
わ
た
る
時
は
萬
法
に
通
ず
る
事
あ
り
。
す
べ
て
命
令
時
に
下
る

者
は
謹
て
服
膚
し
首
領
を
保
事
、
中
下
に
達
し
て
保
身
保
家
の
道
也
。
御
太
法

の
古
の
禮
に
ひ
と
し
き
事
を
識
得
了
鮮
せ
ば
」
（
6
8
オ
）
今
の
時
に
當
て
思
ひ
半

に
過
て
回
し
れ
る
者
也
。
是
今
日
の
庭
置
先
王
の
道
に
通
ず
る
者
に
あ
ら
ず
や
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
以
下
余
白
）
 
 
 
」
（
6
8
ウ
）

麗
  節

先
王
之
道
。
師
孔
子
之
道
也
。
孔
子
三
道
。
郎
治
世
安
民
之
道
也
。
治
世
安
民

之
道
。
即
禮
樂
制
度
是
耳
。
百
官
巌
民
各
有
職
。
三
無
君
。
佐
於
化
。
所
以
報

天
也
。
有
位
者
推
穀
賢
材
。
無
爵
者
教
育
英
才
。
以
擬
有
用
焉
。
讐
諸
猶
聚
材

者
。
曲
直
裳
邪
。
今
一
三
三
。
惟
器
是
適
。
山
豆
天
下
一
棄
材
乎
。
所
以
令
匹
棄
，

三
者
。
」
（
践
一
オ
）
大
匠
之
良
也
。
恐
恐
錦
江
先
生
有
焉
。
其
學
以
経
世
弓
術
。

詞
謁
乎
藷
道
人
。
復
好
一
問
。
有
人
來
叩
之
者
。
三
白
大
小
。
然
一
蓋
其
聲
。

三
百
園
三
三
穴
也
。
吹
回
不
同
。
成
其
自
取
焉
。
陶
冶
之
以
化
。
從
容
納
於
穏

括
之
内
。
有
不
識
其
力
者
 
。
山
豆
不
三
三
豫
章
三
三
之
屡
。
倶
収
並
蓄
。
待
用

無
遣
者
乎
。
先
」
（
蹟
一
ウ
）
生
又
冨
著
述
。
其
回
書
。
大
臣
以
教
戒
爲
務
。
如

爲
編
者
。
別
有
録
外
之
一
言
一
句
。
有
示
與
於
人
者
。
二
三
養
探
之
索
之
。
随

出
随
記
。
彙
之
為
画
。
名
四
芙
蓉
櫻
玉
屑
。
皆
國
字
書
也
。
其
意
蓋
貝
回
堅
木

者
。
先
易
者
。
後
節
目
。
令
相
説
七
日
也
乎
。
云
玉
屑
者
。
可
知
別
有
下
和

随
侯
者
在
 
。
今
夫
此
三
白
。
可
」
（
蹟
ニ
オ
）
謂
有
力
焉
。
門
中
葵
從
遊
於
先
生
。

有
年
干
弦
。
學
已
成
棟
梁
之
材
也
。
予
常
爲
知
音
之
交
。
旧
知
其
情
態
。
故
推

之
爲
先
生
之
忠
臣
。
其
誰
謂
之
強
也
。

費
暦
丁
丑
春
三
月

川
越
市
立
図
書
館
蔵
『
芙
蓉
楼
玉
屑
』
（
下
）
 
一
翻
刻
と
解
題
1

注

33 32 31 30 29 28 27
      v  v  v  v  v

39 38 37 36 35 34

東
都

山
岡
湊
明
 
蹟

國
（
印
）
團
（
印
）

（
遊
紙
）
 
」
（
7
ー
オ
）

71

ウL
  廠

  e

本
文
「
謝
」
1
「
謝
」
（
墨
）
。

本
文
「
幾
」
一
「
氣
」
（
失
）
。

本
文
「
髄
ゐ
」
-
「
ゐ
」
を
朱
点
で
見
消
に
す
る
。

本
文
「
環
」
の
字
な
し
1
行
間
に
「
境
」
（
朱
）
と
補
記
。

本
文
「
典
」
一
「
傳
」
（
朱
）
。

一
字
分
空
白
。

本
文
「
庭
」
の
字
を
書
き
損
じ
て
抹
消
一
頭
欄
に
「
庭
」
（
墨
）

と
補
記
。

本
文
「
材
」
1
「
才
」
（
朱
）
。

本
文
「
ぬ
」
1
「
さ
」
（
朱
）
。

本
文
「
ひ
」
1
「
れ
」
（
朱
）
。

本
文
「
閣
」
1
「
闊
」
（
朱
）
。

本
文
「
吏
」
一
行
間
に
「
吏
」
（
墨
）
と
補
記
。

本
文
「
文
」
1
「
大
」
（
朱
）
。
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